
恵下埋立地（仮称）について
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８種類分別
ごみのゆくえ

可燃ごみ

ペットボトル

リサイクルプラ

その他プラ

不燃ごみ

資源ごみ

有害ごみ

大型ごみ

焼却 埋 立

選別

焼却

選別

破砕

リサイクル

埋 立

埋 立

無害化

ﾘｻｲｸﾙ 焼却 埋立

リサイクル
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埋立地の位置図

恵下埋立地（仮称）
[Ｈ32.4～ ]

[Ｈ2.4～Ｈ32.3]
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防災調整池

堰堤

堰堤

第Ⅰ期埋立地

浸出水調整池

取付道路

浸出水処理施設

覆土置場

堰堤

恵下埋立地（仮称）の整備
《一般廃棄物最終処分場》 平成32年度供用開始

◆受入れる廃棄物の主な種類
焼却灰等
家庭系不燃ごみ
事業系不燃ごみ
（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類を除く）

◆廃棄物容量
Ⅰ期造成分
約 35万ｍ3

全体計画
約160万ｍ3

◆埋立期間
約30年間
（4.7万ｍ3×30年
＋20万ｍ3）

Ⅰ期工事完成予定図
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埋立地に降る雨の対策（周辺部）
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埋立地に降る雨の対策（周辺部）
《山側自然斜面の防災対策》
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埋立地に降る雨の対策
（場内：廃棄物埋立区域を除く）
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埋立地に降る雨の対策
（場内：廃棄物埋立区域）
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浸出水集排水管

地下水集排水管

廃棄物

雨水
表面遮水工

〈二重遮水ｼｰﾄ〉

埋立地に降る雨の対策
《廃棄物に触れた雨水の排水》
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遮水工◆二重の遮水シートで
漏水を防止します。
◆遮水シートの下には、
ベントナイト混合土または
自己修復性シートを設置し
安全性を高めます。

地下水に漏れ出した浸出水の下流域
への流出を防止します。

遮水シートの破損箇所を特
定し、速やかな補修を可能
とします。

浸出水集排水管

最終処分場の
埋立地の底部
に密に敷設し速
やかに浸出水を
集め、浸出水調
整池へ
導きます。
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表面遮水工

厚さ6㍉厚さ50ｃｍ

厚さ10㍉

厚さ10㍉

厚さ10㍉

厚さ10㍉

厚さ10㍉
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バックアップ遮水工（最終ﾊﾞﾘｱ）
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埋立地に降る雨の対策
《廃棄物に触れた雨水の縮減対策》

Ⅰ期キャッピング

Ⅱ期前半
キャッピング

Ⅱ期後半
キャッピング
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埋立地に降る雨の対策
《廃棄物に触れた雨水の一時的な貯留調整》
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貯留構造物について

④
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埋立地に降る雨の対策
《廃棄物に触れた雨水の処理》
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埋立地に降る雨の対策
《廃棄物に触れた雨水処理の安全対策》

圧送管は放流中でも
点検等が可能となるよう
２系統で整備します
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処理後の浸出水
（放流水）浸出水（原水）

埋立地に降る雨の対策
《廃棄物に触れた雨水処理の安全対策》
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ごみゼロ社会を目指して
ごみの処理

1

家庭ごみの分別収集

広島市の家庭ごみは 分別収集種類

可 燃 ご み

不 燃 ご み

ペットボトル

リサイクルプラ

その他プラ

資源ごみ

有 害 ご み

大 型 ご み

８
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平成１６年４月～
８種類分別

リサイクル

ごみのゆくえ

破 砕

選 別

焼 却

焼 却

選 別

その他プラ

不燃ごみ

リサイクルプラ

可燃ごみ

資源ごみ

有害ごみ

大型ごみ

ペットボトル

無害化

埋 立

埋 立

リサイクル

リサイクル

埋立焼却

焼却灰

焼却灰

埋 立
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焼 却

埋立
生ゴミ、卵の殻、
貝殻など

木くず・その他

中工場
（中区南吉島）

再生のきかない
紙くず

可燃ごみ 埋 立

燃やし
たあと
の灰

南工場
（南区東雲）

安佐南工場
（安佐南区伴北）

玖谷埋立地
（安佐北区筒瀬）

安佐北工場
（安佐北区可部町）

可燃ごみのゆくえ
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リサイクル選別・圧縮

選別施設
（中区江波沖町）

ペットボトル

リサイクルプラ
（容器包装プラスチック）

●ペットボトル
ペットボトル、
繊維、シート、卵
パック・洗剤のボ
トルなどに

●容器包装プラス
チック
文房具・日用品
などのプラスチッ
ク製品、工業用原
材料に

圧縮後

ペットボトル・リサイクルプラのゆくえ
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焼 却

中工場
（中区南吉島）

ビデオ
カセットテープ

ＣＤ
プラ製ハンガー

など

その他プラ
（容器包装以外のプラスチック）

埋 立

燃やし
たあと
の灰

玖谷埋立地
（安佐北区安佐町）

プラスチックを
高温で焼却し、
ダイオキシンは
発生しない。

その他プラのゆくえ
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不燃ごみのゆくえ

小型電気製品
茶碗・土鍋
白熱電球
ドライヤー
ヘルメット
など

埋 立

玖谷埋立地
（安佐北区安佐町）

そのまま

不燃ごみ
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埋

乾電池
蛍光管

水銀温度計
無害化

有害ごみ

資源ごみ、有害ごみのゆくえ

古紙
新聞、トイレッ

トペーパー、ダン
ボール
金属類
鉄筋、アルミ缶

古布
自動車の断熱材

ガラス
びん等

紙類

金属類

布類

ガラス類

選 別
（１２種類）

リサイクル

西部リサイクルプラザ

資源ごみ

北部資源選別センター
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破 砕

安佐南工場
大型ごみ破砕処理施設

大型ごみ

焼 却

埋 立

リサイクル

自転車
ベビーカー
スーツケース

たんす
ふとん
電子レンジ
ストーブ

大型ごみのゆくえ

最長の辺の長さまたは最
大径が３０ｃｍ以上のも
の
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施設の配置状況（焼却施設、埋立地）

南工場
150t/日×２炉

安佐北工場
100t/日×２炉

中工場
200t/日×3炉

玖谷埋立地
３５０万m3安佐南工場

200t/日×２炉

恵下埋立地（計画中）
埋立開始予定 平成32年度

160万m3
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安佐南工場(ごみ焼却施設)

所在地 広島市安佐南区伴北四丁目
焼却能力 200ｔ/日 × 2炉
敷地面積 約37,888m2

竣工 平成25年3月 11 12

中工場(ごみ焼却施設)

所在地 広島市中区南吉島一丁目
焼却能力 200ｔ/日 × 3炉
敷地面積 約50,245m2

竣工 平成16年2月



安佐北工場(ごみ焼却施設)

所在地 広島市安佐北区可部町
焼却能力 100ｔ/日 × 2炉
敷地面積 約10,800m2

竣工 平成2年3月 13

南工場(ごみ焼却施設)

所在地 広島市南区東雲三丁目
焼却能力 150ｔ/日 × 2炉
敷地面積 約10,406m2

竣工 昭和63年5月 14

玖谷埋立地

所在地 広島市安佐北区安佐町
埋立容量 約410万㎥
廃棄物容量 約350万㎥
総面積 約43ha

埋立地面積 約12.7ha
搬入開始 平成2年4月 15 16

恵下埋立地（仮称）整備事業
玖谷埋立地に代わる新規埋立地の確保に向けて、最優先候補地として佐伯

区湯来町恵下地区を選定
平成20年度に恵下埋立地（仮称）整備事業に係る環境影響評価に着手
平成22年10月に環境影響評価準備書を作成

・廃棄物容量：約160万㎥
・埋立期間：平成32年度から約30年間

北部資源選別センター
70t/7ｈ

植木せん定枝
リサイクルセンター

25t/5ｈ

西部リサイクルプラザ
90t/7ｈ

ペットボトル選別施設
4.6t/7ｈ

安佐南工場
大型ごみ破砕処理施設

100t/5ｈ

(株)ダイヤエコテック広島
82.1t/日

施設の配置状況（リサイクル施設等）
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北部資源選別センター
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所在地 広島市安佐北区安佐町
処理能力 70ｔ/7ｈ
敷地面積 約10,698m2

稼働 平成25年4月



西部リサイクルプラザ
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所在地 広島市西区商工ｾﾝﾀｰ七丁目
処理能力 90ｔ/7ｈ
敷地面積 約10,447m2

稼働 平成9年1月

植木せん定枝リサイクルセンター
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